
質問回答

平成 24 年 6 月 3 日

「大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A,E）」

（公告日：平成 24 年 5 月 22 日 ）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。

通番号 当該頁項目 質問 回答

１ 6 その他留意事項 エ 「現地業務費については、別途配布する所定マニ

ュアルを熟読し～」、とありますが、現地業務費

（一般業務費等）は、見積に計上する必要がある

のか、若しくは JICA 事務所・支所が取り扱うので

見積に計上する必要がないのか、確認をさせて

下さい。

処分場改善工事、供与機材の二点のみ JICA 事

務所・支所・プロジェクトオフィスが取り扱います。

その他の現地業務費は見積に計上願います。

２ 第２ 業務の目的・内容に関する

事項

５ 実施方針及び留意事項

（４）キャパシティ・ディベロップメ

ント（CD）の重視

   （プロポーザル提案事項）

（５）カウンターパートの主体性の

醸成

   （プロポーザル提案事項）

業務指示書では、「本プロジェクトにおけるサモア

国、「パ」国、「ソ」国、「バ」国側カウンターパート

の CD の方法・内容・留意すべき点については、

プロポーザルで提案する。」及び、「本プロジェクト

におけるサモア国、「パ」国、「ソ」国、「バ」国側カ

ウンターパートの主体性の醸成の方法・内容・留

意すべき点については、プロポーザルで提案す

る。」としています。

カウンターパートの主体性・内発性の重要性につ

いては（４）CD の項目でも述べられておりますし、

（４）と（５）に関する提案内容についてどこを区別

するべきかが不明確に思います。

（４）と（５）の提案内容に関して、記述すべき内容

の方向性をそれぞれお示しください。あるいは、

（４）と（５）をまとめて書いていただいて結構です。



（４）と（５）をまとめて書いてもよろしいでしょうか。

３ 第３ 業務実施上の条件

２ 業務量の目途および業務従

事者の構成

（２）業務従事者の構成

業務指示書では、「業務量は全体約15MM、廃棄

物管理 A 約 7.5MM、廃棄物管理 E 約 7.5MM」と

しています。また、「上記の業務量を超えない範

囲において担当分野の変更・追加または統合・分

離が必要と考えられる場合は、明確な理由ととも

にプロポーザルにて提案すること」とあります。

これに関しまして、貴機構が妥当と判断する理由

がある場合、下記のような変更は認められますで

しょうか。

【変更前（業務指示書）】

○担当 ○業務量

・業務主任／廃棄物管理Ｅ

（「パ」国、サモア国、「バ」国）

7.5MM （海 外

＋国内）

・廃棄物管理Ａ（「ソ」国） 7.5MM （海 外

＋国内）

【変更後（提案）】

○担当 ○業務量

・業務主任／廃棄物管理Ａ

（「ソ」国、「バ」国）

8.5MM （海 外

＋国内）

・廃棄物管理Ｅ（「パ」国、サモ

ア国）

6.5MM （海 外

＋国内）

「この国は業務主任が担当しなければならない」

等の制約は想定しているのでしょうか。

プロポーザルで担当国および業務量の変更をご

提案いただいても結構です。そのご提案の妥当

性については当機構で判断することになります。



４ ２ 業務の実施方針等 （６）現地業務に必要な資機材に関して、環境影

響評価に係る機材等は昨年度案件では特に必

要ではありませんでしたが、本年度はいかがでし

ょうか。

また、昨年度案件で在外強化事業費の中でカバ

ーしていた通信費、交通費（レンタカー、タクシー

代）、調査にかかる資機材の費用、プリンター等

の費用を計上しても良いでしょうか。

環境影響評価に係る機材等は本年度は必要あり

ません。通番号１に記載のとおり、処分場改善工

事、供与機材以外の現地業務費は見積に計上願

います。

以上


